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       20２０～２１年度   Ｄ-2700  No. １８  2020年12月4日 

小倉ロータリークラブ 週報 
 

ＲＩﾃｰﾏ：“ロータリーは機会の扉を開く”  
ＲＩ会  長：ホルガー・クナーク 氏 

(所属：ドイツ、ヘルツォークトゥム・ 

ラウエンブルク・メルンRC)  

地区ﾃｰﾏ：“日本のロータリー100 周年 

「新しいロータリーは機会の扉を開く」 ”   

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：古賀 英次氏(所属：柳川RC) 

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“OPEN THE DOOR TO CHANCE ” 

会長 松永 浩 ／ 幹事 豊川 智彰  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

松永 浩 会長

本日の会長の時間はお休みさせていただきます。し

かしただ一つ伝えたい事があります。それは、福岡ソフ

トバンクホークス 4 年連続日本一になったことです。

おめでとうございます！！ 何かと暗い話題の多い中

ですが、元気になれました。 

              豊川 幹事 

・各委員長へのご連絡です。「上半期活動報告と下半期

活動計画」の提出締め切りが 12 月 11 日となっていま

す。まだ提出されていない委員長は期限までに提出し

て下さいますよう、お願いいたします。 

           大曽根 委員長 

2020 年 7 月 1 日：59 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 

当日の

出席 
67 名 35 名 ― 

先週の

出席 67 名 41 名 19 名 

◆ゲスト    1 名 （卓話者） 

◆ビジター   2 名 

・古賀  靖子 氏 

（北九州プロバスクラブ） 

・松本   忠 氏 

（北九州プロバスクラブ） 

 

 

 

 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３(５３１)１１２１                ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : kokura@2700rid.com 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL(５３１)１７２７ FAX(５２２)４３３３ 

クラブ会報委員会 委員長：宮島 俊司       副委員長：城 健一郎 

委 員：篠原  烈 、橋爪 政博、中村  学、大川 雅弘、甲木 正子   

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

            

    

本日の例会 第３４５８回 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “2700のマーチ” 

・卓話 

社会福祉法人 北九州いのちの電話 

副理事長・研修委員長 

  冨安 兆子 氏  

第３４５７回 例会 記録 

１１月２７日(金)普通例会 

・ロータリーソング “それでこそロータリー” 

・財団関係の卓話 

第 2700 地区ロータリー財団委員会 副委員長 

 吉行 亮二 氏 

表紙写真(テーマ/クリスマスマーケット) 

医師会の理事会後、博多駅前のクリスマスマーケットに立ち寄りました。とても密な状況でしたが、イルミネーシ

ョンを眺めながらホットワインを楽しみました。 

                                   【撮影：天ヶ瀬 洋正 会員／令和2年11月18日／博多にて】 
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児島 副 SAA  

15,000 円 ：今年度累計金額 193,000 円 

吉行 亮二 君（小倉南 RC） 

卓話の謝礼をニコニコします。 

加藤 守夫 君 

プロバスクラブの古賀会長、松本副会長、本日はあり

がとうございます。その節はお世話になりました。 

児嶋  昭 君 

ギラヴァンツもアビスパも最後の正念場。最後まで

熱いプレーを期待します。ホークスに続き、歓喜の声を

上げさせて下さい！ 

          

親睦活動委員会          大川 委員 

新年初例会を来年１月 8 日に開催します。今回はコ

ロナ禍のため例年とは異なり、昼間の懇親会となりま

す。ノン・アルコール会合ではありますが、皆で新年を

祝いましょう。多数のご参加をお待ちしています。出欠

を 12 月 25 日までに事務局にお知らせください。 

第 2700 地区ロータリー財団委員会 副委員長  

吉行 亮二 氏 

『ロータリー財団の役割』 

ロータリー財団の標語：

世界でよいことをしよう

（ Doing good in the 

world） 

ロータリー財団の使命：

ロータリアンが、人々の健

康状態を改善し、教育への

支援を高め、貧困を救済す

ることを通じて、世界理解、

親善、平和を達成できるよ

うにすること。 

基金の種類には、年次基金寄付（Annual Giving）、恒

久基金寄付（Permanent  Fund）、使途指定寄付

（Restricted Giving）があります。 

資金の使い道は、地区活動資金（DDF）と世界活動資

金（ＷＦ）があり、地区活動資金には、地区補助金とグ

ローバル補助金があります。 

【地区補助金】 

地区補助金は、地域社会の比較的規模の小さいプロ

ジェクトや活動に幅広く活用できます。各地区のロー

タリー財団委員会が、この補助金が使えるプロジェク

トを独自に選ぶことができます。 

【グローバル補助金】 

グローバル補助金は、ロータリーの 6 つの重点分野

に該当するプロジェクトに使える補助金です。グロー

バル補助金プロジェクトは、国際的なパートナーシッ

プを組み、各国の地域社会の永続的な発展を支援しま

す。 

【ロータリー財団の最優先事項（ポリオ根絶）】 

ロータリー財団は、募金活動、意識向上キャンペーン

等を通じて、ポリオ根絶の闘いをリードしてきました。

1988 年には、世界 125 か国約 35 万人のポリオ症例が発

生しましたが、2018 年には、アフガニスタン・パキス

タンの 2 か国（33 症例）になりました。ポリオ根絶プ

ログラムでは、世界に大規模なインフラを築きました。

各国のポリオ根絶チームは、それを新型コロナウイル

ス（COVID-19）への対応に活用し、支援に乗り出してい

ます。（ポリオプラス） 

ロータリー財団への寄付額は、3 億 9,520 万ドル

（2018-19 年度） 

ロータリー財団への寄付累計額は、45 億 7,000 万ド

ル（1947 年～） 

支出総額は、3億 3,500 万ドル（2018-19 年度） 

そのうち、プログラム補助と運営費で 90％が補助金

等で 6つの重点分野に対して使われています。 

ロータリー財団（日本）の目標（2020－21 年度） 

•年 次 基 金：一人当たり 150 ドル  

•ポリオプラス：一人当たり 30 ドル  

•恒 久 基 金：冠名基金を各地区 1件以上設立 

•大 口 寄 付：1万ドル以上のご寄付 100 件 

 
第 2700 地区ポール・ハリス・ソサエティ(PHS)会員達成率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 会員数（人） PHS（人） 達成率 

第１グループ ２２９ ８ ３．４９％ 

第２グループ ５０１ ９ １．８０％ 

第３グループ ４２０ １０ ２．３８％ 

第４グループ ６８４ １９ ２．７８％ 

第５グループ ６６５ ２６ ３．９１％ 

第６グループ ４８３ ２１ ４．３５％ 

第７グループ ２８３ ６ ２．１２％ 

合計 ３，２６５ ９９ ３．０３％ 

 

次回例会予告 

12 月 11 日(金) 普通例会 

・ロータリーソング “奉仕の理想” 

・卓話 

（株）西日本新聞社 政経部長 

  山﨑 健 氏 

『トランプ退場 「新冷戦」の行方』 

 

米山記念奨学会「特別寄付金」 

例会当日寄付者 

・児嶋 昭 

合計     2020～21 年度累計金額 

5,000 円     390,000 円 
   


